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放
射
線
障
害
に
ど
う
責
任
を
と
る

町
長
／
リ
ス
ク
低
く
、
責
任
の
所
在
を
問
う
状
況
に
な
い

①
こ
れ
ま
で
の

国
と
の
賠
償

交
渉
に
つ
い
て
、
ど
こ
の

機
関
と
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
話
し
合
い
を
し
て
、

月
々
10
万
円
の
精
神
的
賠

償
は
ど
う
い
う
理
屈
に

よ
っ
て
広
野
町
は
対
象
外

に
さ
れ
、
ま
た
ど
う
い
う

メ
ン
バ
ー
で
決
め
た
の
で

①
弁
護
士
、
学

者
等
で
構
成
す

る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

審
査
会
が
、
指
針
を
策
定

し
、
東
京
電
力
株
式
会
社

が
指
針
に
基
づ
き
支
払
っ

て
お
り
ま
す
が
、
町
村
間

に
お
け
る
格
差
が
生
じ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
審
査
会

事
務
局
の
文
部
科
学
省
や

関
係
省
各
大
臣
、
東
京
電

力
株
式
会
社
に
対
し
改
善

に
向
け
た
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

②
繰
り
返
し
精
力
的
に
要

望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
精
神
的
損
害
賠
償
の

拡
充
の
交
渉
は
実
現
不
可

能
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

町
長

阿
部

阿部憲一 議員
賠償格差の是正を前進させよ

町長／格差に対する要望活動と支援策への継続要望

た
。

　

そ
の
上
で
自
立
に
向
け

た
生
活
再
建
支
援
制
度
の

構
築
を
要
望
し
「
福
島
県

早
期
帰
還
・
生
活
再
建
支

援
交
付
金
」
の
創
設
に
至

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

継
続
し
て
要
望
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

③
町
外
に
居
住
し
て
い
る

町
民
の
数
は
、７
６
７
人
、

こ
れ
ま
で
の
死
亡
者
の
数

は
、
４
１
６
人
で
す
。

町政を問う

私
が
議
員
に

な
っ
て
定
例
議

会
で
、
広
野
町
に
お
け
る

様
々
な
放
射
能
汚
染
・
被

曝
の
危
険
を
具
体
的
に
指

摘
し
て
来
ま
し
た
。

　

今
後
、
放
射
線
障
害
が

見
え
て
来
た
時
に
ど
う
責

任
を
取
る
の
で
す
か
。

福
島
県
が
実
施

し
て
い
る
、
大

気
浮
遊
じ
ん
環
境
放
射
能

測
定
や
土
壌
の
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果

に
よ
り
、
被
ば
く
の
リ
ス

ク
は
低
く
、
今
後
の
放
射

線
障
害
に
つ
い
て
は
、
少

な
い
も
の
と
受
け
と
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
責
任
の

所
在
を
問
う
状
況
に
は
無

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長

阿
部

小磯利雄 議員

町政を問う

①
駅
東
側
に

広
野
み
ら
い

オ
フ
ィ
ス
、
集
合
住
宅
、

ホ
テ
ル
等
の
整
備
、
広
野

火
力
発
電
所
に
お
い
て

は
、
高
効
率
石
炭
火
力
発

電
所
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
の
建

設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

②
早
稲
田
大
学
「
ふ
く
し

ま
広
野
未
来
創
造
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
」、
東
日
本

国
際
大
学
・
い
わ
き
短
期

大
学
の
「
広
野
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
新

①
計
画
に
基
づ

き
駅
東
側
や
ひ

ろ
の
て
ら
す
整
備
、
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
、
ふ

く
し
ま
広
野
未
来
創
造
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
な
ど

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

②
激
甚
災
害
復
旧
適
用
に

向
け
権
限
代
行
制
度
運
用

は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
声
を
聴
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
町
政
懇
談

会
や
住
民
説
明
会
、
町
長

へ
の
手
紙
に
よ
り
町
民
の

皆
様
と
の
信
頼
関
係
構
築

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
、
県
へ
町
民

の
声
や
町
の
現
状
を
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
、
一
体

と
な
り
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
平
成
25
年
は

企
業
数
80
社
、

作
業
員
数
約
３
４
０
０

人
、
26
年
は
81
社
、
約

３
０
０
０
人
、
27
年
は
80

社
、
約
３
１
０
０
人
、
28

年
は
68
社
、
約
３
２
０
０

人
、
29
年
度
は
60
社
、
約

２
５
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
条
例
は
、
法
的
申
請
行

為
の
前
に
町
へ
事
業
計
画

の
概
要
を
報
告
す
る
こ
と

や
、
町
・
町
民
・
建
築
主

等
が
、
相
互
に
信
頼
し
協

力
し
て
行
う
こ
と
を
定
め

て
い
る
た
め
、
無
届
け
開

発
や
違
法
建
築
等
の
抑
制

効
果
は
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
町
民
生
活
と
企
業
の
活

動
拠
点
が
混
在
し
な
い
土

地
利
用
に
つ
い
て
計
画
を

策
定
し
、
町
有
地
内
で
の

整
備
を
行
い
改
善
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
お
け
る

実
績
と
将
来
像
の
実
現
策
は

町
長
／
駅
東
側
整
備
と
新
た
な
教
育
機
関
誘
致

　

東
日
本
大
震
災

と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
後
、
前

期
５
ヵ
年
の
「
集
中
復
興

期
間
」
か
ら
、
後
期
５
ヵ

年
「
復
興
・
創
生
期
間
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
年
28
年
度
、
本
町
に
於

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
に
お

け
る

①
生
業
や
生
活
の
再
建
・

自
立
に
繋
が
っ
た
推
進
実

績
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

②
本
町
に
お
け
る
将
来
像

の
個
別
具
体
化
・
実
現
策

を
伺
い
ま
す
。

　

①
選
挙
公
約
が

町
総
合
計
画
に

十
分
反
映
さ
れ
、
目
に
見

え
る
形
で
結
果
が
出
て
い

ま
す
か
。

②
町
事
業
で
あ
る
べ
き
災

害
復
旧
工
事
を
「
権
限
代

　

原
発
事
故
後
、

宿
舎
設
置
の
減

少
が
見
え
ま
せ
ん
。

①
過
去
４
年
、
年
度
別
作

業
員
宿
舎
数
・
作
業
員
数

の
増
減
実
績
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
施
行
の

「
広
野
町
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
建
築
に
係
る
手
続

き
条
例
」
の
抑
制
効
果
は

期
待
さ
れ
ま
し
た
か
。

③
作
業
員
宿
舎
ゼ
ロ
に
向

け
、
政
策
的
エ
リ
ア
の
見

直
し
と
、
規
制
の
強
化
を

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

町
長

町
長

た
な
教
育
機
関
の
誘
致
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

選挙公約の反映と　
　　　信頼関係の成就は
　　町長／様々な施策展開
　　　　　大切な声を届けている

作業員宿舎の現状と
政策的対策を
町長／開発抑制みられ、改善を図る

す
か
。
②
楢
葉
町
以
北
と

同
等
の
賠
償
を
懸
命
に
勝

ち
取
ろ
う
と
す
べ
き
で
あ

る
が
い
か
が
で
す
か
。

③
震
災
・
原
発
事
故
の
時

に
広
野
町
に
住
所
が
あ

り
、
現
在
町
外
で
避
難
す

る
町
民
お
よ
び
こ
れ
ま
で

の
死
者
は
何
人
で
す
か
。

内部被ばくを検査するホールボディーカウンター

行
制
度
」
に
て
完
成
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

③
国
・
県
・
町
民
と
の
「
信

頼
関
係
」
は
成
就
さ
れ
て

い
ま
す
か
。


